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1>(AlicjaA.Jarugaウッヂ 大 学 教 授(ポ ー ラ ン ド)
の 短 期 招 請 に つ い て
商学部教授 森 章
短 期 プ ログ ラ ムに も とつ い て 招 請 さ れた ポ ー ラン ドの ウ ッヂ大 学 教授 ア リ
チ ァ ・ア ・ヤ ル ー が博 士は,1985年10月17日 か ら11月21日ま で 客員教 授 と
して 明 治大 学 に 滞 在 し た。 こ の間 に,ヤ ルー が教 授 は 本学 内 で3回 の講 演 を
お こな った。
10月24日の第1回 目の 講 演 テ ー マは,「 ポー ラン ドに お け る 会 計 と最 近 の
経 済 改 革」 で あ った。 こ の報 告 で教 授 は,1980年 の 事 件以 後 の ポ ー ラン ド
経 済 の再 生 過 程 と一 連 の 経 済改 革 の具 体 的 な 内容 を示 し たあ と,こ の状 況 か
ら生 れ て くる ポ ー ラン ド会 計学 の 当面 の研 究 課 題 を 提起 した。 こ の報 告 か ら,
「自主労 組 連 帯 」 の運 動 は 沈 静化 した と はい え,そ の運 動 で 提 出 され た 民 主
化 の 課題 は い ま な お真 剣 に 討 議 さ れ,経 済 改 革 の内 容 とな って 徐 々に 解 決 さ
れ つつ ある こ と,そ して,会 計 が経 済 改 革に と って き わ め て 重要 な用 具 とな
って い る こ とを,私 達 は 知 る こ とが で き た。
10月26日の第2回 目の講 演 テー マ は,「 ポー ラン ドに お け る会 計学 研 究」
で あ った。 この 報告 で教 授 は,先 に提 起 した ポ ー ラン ド会 計学 の研 究 課 題 を
解 決 す る にあ た って,ど の よ うな研 究 方 法 が 今 日お こな わ れ て い る か を,ア
メ リカ会 計学 会 が1977年 に公 表 した 「会計 理 論 及 び理 論 承認 ス テ ー トメ ン
ト」 の3つ の ア プ ロー チを 活用 して紹 介 した 。 この 報告 か ら,社 会 体制 に相
違 が あ って も,会 計学 は重 要 な科 学 で あ る こ と,そ して,現 在,ポ ー ラン ド
を初 め とす る社 会 主義 諸 国 の会 計 学 者 が,資 本 主義 会 計 の先 進 的 理 論 を研 究
し,そ れ を 主体 的 ・自主 的 に摂 取 し よう として いる こ とを,私 達 は 知 るこ と
が で き た。
11月13日の 第3回 目の 講 演 テー マ は,「 ボ ー ラン ドに お け る会 計 と会計 士
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の役 割 の 変 化 」 で あ った 。 この 報 告 で教 授 は,先 に 紹 介 した 会 計学 研 究 に も
とつ い て ポ ー ラン ド会 計 シス テ ムを どの よ うに 構 築 す べ き かを 示 し,同 時 に,
そ の会 計 シス テ ムに そ く して 実 際 に 会 計実 務 を担 当 す る 会 計 士 の新 しい役 割
を 明 らか に した。 この報 告 か ら,社 会的 生 産 物 の生 産 の局 面 で は 会 計 シス テ
ムの在 り方 は 資本 主義 会 計 も社 会 主 義 会 計 もか な り類 似 性 が あ るが,社 会 的
生 産 物 の 分配 の 局面 で は 資本 主 義 会 計 と社 会 主 義 会 計 とで は大 き な 相違 性 が
み られ る こ と,そ して,会 計 士 の資 格 を高 め る に は会 計 教 育 が き わ め て重 要
で あ る こ とを,私 達 は 知 る こ と がで きた。
3回 の報告 とも相 互に 関連 し系統だ ・た内容で ・かつ ・研 究上 猿 育上示 ●
唆 に 富 む 内 容 を私 達 に与 えて くれ た ヤ ルー が教 授 の講 演 会 に は,商 学 部,経
営学 部,文 学 部 の本 学 教 員,他 大学 の会 計学 教 授,本 学 の大 学 院 学 生 と学 部
学 生 等 が 多 数 聴 講 した 。
また,滞 在 中,ヤ ルー が教 授 は,本 学 の会 計 学 教 員 ス タ ッフ一 同 と不断 に
接 触 して 会 計学 の諸 問 題 を話 し合 っただ けで な く,大 学 院 授業 に も積 極 的 に
出席 して大 学 院 学 生 に 学 問 上 の 貴 重 な 刺 激 を与 え た。 さ らに,教 授 は,専 修
大 学 で 開 催 した社 会 主 義経 営学 会東 日本 部 会 で も,「 社 会 主義 企業 に お け る
会 計 と監査 の最 近 の 発 展 」 な る テー マで 報 告 をお こな った り,日 本 会 計研 究
学 会理 事 長 で あ る染 谷 恭 次郎 早 稲 田大 学 教 授 を初 め とす る 多数 の 日本 の会 計
学 者,経 営 学 者 と会 談 した り した。 こ う して,本 学 内 だ けで な く,広 く学 界
においても ヤルー が搬 を通 じて実 りある国際交 流をお こな うこ とがで き ●
た 。
国際 交 流 とい え ば とか く資本 主 義 国の 学 者 間 の交 流 が多 い 中で,現 在 も っ
と も問 題 を抱 え て お り,そ れ だ けに 関心 の ある社 会主 義 国 ポー ラン ドか ら招
請 した ヤ ル ー が教 授 を 中心 に して有 意 義 な 国 際交 流 が で きえ た こ とは,本 学
に と って は と りわ け意 義 深 い も のが ある。 なぜ な らば,明 治 大 学 は 日本 に お
け る社 会 主 義 会 計 研究 の メ ッカで あ り,こ の分 野 で の研 究 の 伝統 を も って い
る こ と を,あ らた め て 内外 で 実 証 した こ とに な った か らで あ る。
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